
「
表
紙
作
品
に
つ
い
て
」

ア
ー
テ
ィ
ス
ト　

中
山
雄
一
朗 

写　

真　

長
塚　

秀
人 

撮
影
場
所　

小
平
市
中
央
公
園 

　

普
通
の
彫
刻
作
品
は
、
角
材
で
作
っ
た
芯
棒
の

ま
わ
り
に
粘
土
を
つ
け
て
形
を
作
っ
て
い
く
が
、

中
山
氏
の
作
品
は
角
材
と
粘
土
の
関
係
が
対
等
に

な
る
よ
う
に
、
お
互
い
の
役
割
を
交
換
し
な
が
ら

形
と
構
造
を
作
る
よ
う
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。 

　
『
ひ
ら
く
』の
趣
旨
に
則
し
て
見
る
な
ら
ば
、
普

通
に
芯
棒
の
入
っ
た
彫
刻
は
素
材
同
士
の
関
係
が

あ
る
意
味
男
性
優
位
社
会
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
中
山
氏
の
作
品
は
粘
土
と
角
材
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
が
対
等
に
な
っ
た
よ
う
な
彫
刻
作
品
で
あ

る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

　

中
山
氏
は
彫
刻
作
品
制
作
の
傍
ら
、
市
内
で
子

ど
も
向
け
の

ア
ー
ト
造
形
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
。 

幼
稚
園

児
か
ら
小
学
生
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
工
作
を
し
た
り
、
絵
を
描
い
た

り
、
時
に
は
絵
具
ま
み
れ
に
な
っ
て
、「
ぐ
ち
ょ

ぐ
ち
ょ
」「
ど
ろ
ど
ろ
」「
べ
と
べ
と
」と
い
っ
た

大
切
な
感
覚
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。 

　

頭
と
か
ら
だ
、
思
考
と
感
覚
、
全
て
を
フ
ル
に

使
っ
て
楽
し
む
、
子
ど
も
に
と
っ
て
秘
密
基
地

の
様
な
ド
キ
ド
キ
さ
せ
て
く
れ
る
空
間
に
違
い
な

い
。 

　

大
杉
和
美
さ
ん
は
、
息
子
さ
ん
が
小
平

第
六
小
学
校
に
入
学
し
た
１
９
９
８
年
の

秋
、「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
６
人
で
立

ち
上
げ
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本
の
整
理

と
修
理
、
図
書
室
の
飾
り
付
け
な
ど
の
活

動
を
始
め
ま
し
た
。
授
業
が
始
ま
る
前
の

15
分
間
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
読
み
聞
か

せ
た
り
、
紙
芝
居
を
し
た
り
し
た
そ
う
で

す
が
、
こ
の
時
間
は
親
に
と
っ
て
と
て
も

忙
し
い
時
間
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

活
動
す
る
仲
間
が
年
々
増
え
ま
す
。　

　

ど
う
し
て
増
え
た
の
で
し
ょ
う
か
？

大
杉
さ
ん
に
よ
り
ま
す
と
、
子
ど
も
の
入

学
直
後
に
募
集
す
る
の
で
子
ど
も
の
学
校

で
の
様
子
や
ク
ラ
ス
の
状
態
を
い
ち
早
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
普
通
な
ら
で

き
な
い
教
壇
か
ら
子
ど
も
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
子
ど
も
も
集
中
し
て
話
を

聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、

親
と
一
緒
に
来
た
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
稚
園
児

も
自
然
に
仲
間
入
り
で
き
る
こ
と
な
ど
、

親
に
と
っ
て
は
い
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で

す
。

　
「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
立
ち
上
げ
た

大
杉
さ
ん
は
、「
図
書
館
協
議
会
」
に
参

加
し
、
市
内
の
小
学
校
の
図
書
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
す
る
事
業
に
参
加
し
ま
す
。
予

算
不
足
で
事
業
は
と
ん
挫
し
ま
す
が
、
大

杉
さ
ん
た
ち
六
小
の
「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
は
頑
張
っ
て
、
六
小
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
実
現
し
ま
す
。
驚
き
で
す
。
さ
ら

に
、
他
の
小
学
校
に
も
行
っ
て
図
書
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
手
伝
い
、
市
内
19
校
全
部

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
や
り
と
げ
た
そ
う

で
す
。

　

今
、
メ
ン
バ
ー
が
70
名
に
な
っ
て
、
学

年
を
超
え
た
親
同
士
の
交
流
も
盛
ん
に
な

り
、
活
動
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

小
川
村
の
復
元
模
型
を
つ
く
る

　

小
平
市
の
市
制
施
行
50
周
年
に
向
け
て

行
わ
れ
た
「
市
史
編
さ
ん
事
業
」
で
は
、

「
図
書
館
協
議
会
」
で
知
り
合
っ
た
蛭
田
廣

一
さ
ん
に
誘
わ
れ
、「
江
戸
時
代
初
期
の
小

川
村
」
を
復
元
し
た
模
型
づ
く
り
に
携
わ

り
ま
し
た
。
二
級
建
築
士
で
も
あ
る
大
杉

さ
ん
は
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の

学
生
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
細
か
い
根
気

の
い
る
作
業
の
末
に
完
成
さ
せ
た
の
で
す
。

こ
の
模
型
は
現
在
、
小
平
ふ
る
さ
と
村
の

「
旧
小
川
家
住
宅
玄
関
棟
」
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
玉
川
上
水
か
ら
小
川

用
水
に
分
岐
す
る
地
点
の
水
門
の
模
型
を

つ
く
っ
て
、
市
内
の
小
学
校
で
授
業
も
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

社
会
教
育
委
員
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
顔

を
持
つ
大
杉
さ
ん
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な

パ
ワ
ー
が
出
て
く
る
の
か
？
聞
い
て
み
る

と
、「
生
ま
れ
も
育
ち
も
下
町
の
お
せ
っ
か

い
な
お
ば
さ
ん
だ
か
ら
、
人
に
喜
ば
れ
る

の
が
う
れ
し
い
の
」
と
、
答
え
ま
し
た
。

当日の撮影風景

中
山
氏
の
ア
ー
ト
造
形
教
室

大杉　和美さん
（小川西町在住）

小平在住。在勤・在学の女性を訪ねて、
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。

いきいき
レディ●33

始まりは
図書ボランティア
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『
性
と
法
律

　
　
　
　
　

― 

変
わ
っ
た
こ
と
、
変
え
た
い
こ
と 

ー
』

角
田
由
紀
子　

著

〈
岩
波
新
書
〉

８
２
０
円
＋
税

村
山
哲
哉　

監
修

大
野
正
人　

原
案
・
執
筆

〈
高
橋
書
店
〉

９
７
２
円
＋
税

加
藤
諦
三　

著

〈
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
〉　

４
７
６
円
＋
税

栗
本
慎
一
郎
、
養
老
孟
司
、

澤
口
俊
之
、
立
川
健
二　

著

〈
光
文
社
〉　

５
３
３
円
＋
税

『ひらく』の書棚
小平市男女共同参画センター“ひらく”にある本の紹介です。本は借りることができます。

『
自
分
に
気
づ
く
心
理
学
』

『
脳
が
わ
か
れ
ば
世
の
中
が
わ
か
る

― 

す
べ
て
は
、
こ
こ
に
始
ま
る 

ー
』

『
続
・
こ
こ
ろ
の
ふ
し
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
な
ぜ
？ 

ど
う
し
て
？
』

　

弁
護
士
で
あ
る
著
者
は
、
仕
事
で
実
際
に
「
法

律
の
女
性
へ
の
冷
た
さ
」
に
直
面
し
、
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
新
憲
法
の
下
、
男
女
は
平
等
に
な
っ
た

は
ず
が
、
現
実
社
会
は
昔
の
家
族
制
度
の
意
識
の

ま
ま
の
人
々
も
い
た
り
、
職
場
で
も
不
利
益
を
受

け
た
り
、
離
婚
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
、
セ
ク
ハ
ラ
、
性
暴
力
な
ど
、
女
性
に
と
っ

て
不
平
等
な
現
実
が
多
い
の
で
す
。
勇
気
あ
る
女

性
た
ち
の
闘
い
と
と
も
に
少
し
ず
つ
社
会
意
識
を

変
え
て
き
た
様
々
な
実
例
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
Ａ
）

　

人
づ
き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
、
絶
え

ず
心
を
襲
う
不
安
や
不
機
嫌
の
原
因
は
、
心
の
奥

底
に
抑
圧
さ
れ
た
“
依
存
症
”
に
あ
り
ま
す
。
自

分
の
中
で
満
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
に
気
づ

き
、
偽
り
の
生
き
方
を
止
め
た
と
き
、
新
し
い
人

生
が
開
け
ま
す
。

　

本
書
は
、
現
代
人
の
心
の
深
部
の
歪
み
を
、
幼

少
期
の
親
子
関
係
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
解
明
し
、

自
然
の
ま
ま
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
明

か
し
、
生
き
て
い
る
実
感
が
よ
み
が
え
る
心
の
手

引
書
と
な
り
ま
す
。

　

結
局
、
人
間
は
実
際
の
自
分
に
気
づ
か
な
い
こ

と
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
分
に
気
づ
く
こ
と
は
、
自
分
の
周
囲
の
人
に
気

づ
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
が
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
を
と
り
ま
い
て
い
る
世
界
が
変

わ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
が
解
き

明
か
さ
れ
る
内
容
の
本
で
す
。（
Ｊ
）

●
ヒ
ト
の
脳
は
、
な
ぜ
進
化
し
た
の
か

　
（「
付
け
加
わ
っ
て
」
進
化
し
た
哺
乳
類
の
脳
）

●
「
脳
化
社
会
」
へ
至
っ
た
人
間

　
（
脳
が
違
え
ば
現
実
（
世
界
）
も
違
う
）

●
世
界
は
言
葉
の
な
か
に
存
在
す
る
。

　
（
人
間
は
恋
す
る
動
物
で
あ
る
）

　

こ
の
本
は
、
心
、
言
葉
、
意
識
、
社
会
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
生
み
出
す
脳
の
働
き
が
わ
か
ら

な
け
れ
ば
人
間
な
ど
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
こ

と
が
平
易
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
）

　

子
ど
も
の
素
朴
な
疑
問
を
通
し
て
、
人
間
の
心

の
本
質
に
迫
る
「
こ
こ
ろ
の
教
科
書
」。

　

心
に
関
す
る
本
は
、
世
間
に
多
く
あ
ふ
れ
て
い

て
、
そ
れ
だ
け
私
た
ち
は
人
の
心
や
行
動
に
関
心

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
本
は
、
自
己

肯
定
感
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
る
今
の
子
ど
も
た

ち
の
現
状
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
、
教
育
者
で
あ

る
著
者
が
子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
丁
寧

に
解
説
し
た
シ
リ
ー
ズ
本
。

　
「
ど
う
し
て
、
男
の
子
が
ス
カ
ー
ト
を
は
い
ち
ゃ

ダ
メ
な
の
？
」

　

ダ
メ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
へ
ん
に
見
え
る
と
い

う
の
は
、見
る
人
の
中
に「
ふ
つ
う
」が
あ
る
か
ら
。

さ
ら
に
「
ふ
つ
う
っ
て
何
？
」

「
し
あ
わ
せ
に
な
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」、

「
自
分
っ
て
何
？
」
と
、
答
え
に
困
る
普
遍
的
な

疑
問
ま
で
。
答
え
を
知
る
の
も
楽
し
い
が
、
こ
の

本
を
読
ん
だ
と
き
に
出
て
く
る
た
く
さ
ん
の
気
持

ち
、
考
え
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
い
ろ

い
ろ
な
人
の
気
持
ち
に
触
れ
る
と
、
自
分
と
は
違

う
し
あ
わ
せ
の
形
も
見
え
て
く
る
。
忘
れ
た
頃
に

ま
た
読
み
た
い
と
、
大
人
に
も
思
え
る
１
冊
で
す
。

（
Ｙ
）
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ひらくはココにあります。
男女共同参画センター“ひらく”、公民館（11 館）、図書館（11 館）、地域センター（19 館）、
大学（7か所）、福祉会館、総合体育館、児童館、健康センター、市役所 1F・2F、東部・西部
出張所、郵便局（17か所）、市内各駅（7か所）、ふれあい下水道館

小 川 町

上水本町

学園東町

美 園 町

仲 　 町
花小金井

津 田 町

多加楽、手作りクッキーの店歩、商工会館、JA 東京むさし、小平警察署、小平消防署小川出張所、南台病院

佐野商店、たましん小平支店、NMC ギャラリー

ギャラリー青らんぎ、ブレッドファクトリー 510、カフェAir アトリエ・パンセ

ハタエコンサーン、ハーティハーティ

ビューティーサロンサンローズ、梁里館、美容室ヘアーグラシュ、本間歯科、ヘアーサロンサンライズ、あかね薬局
床屋のけんちゃん、笹間住宅資材

日本堂文具店、梅の里、アクティブスタジオ、りそな銀行小平支店、たましん一橋学園支店
東京都民銀行小平支店、おだまき工房、きそ歯科クリニック、ふく歯科、寝具センター丸新、美容室　
学園東町接骨院、とりあん

多摩済生病院、カフェラグラス、珈琲の香、POEM、永田珈琲、ルネこだいら、
小平駅前クリニック、シャンブル、子育てサポートきらら

小平消防署 がすミュージアム

風のシンフォニー、公立昭和病院

エール

Je

小川西町
小川東町

学園西町

大 沼 町

編
集
後
記

女性に暴力をふるうのか？など、テーマ毎に立てた
問いをひも解きながら進む講義は、これまでにない
関心を私に広げてくれました。
　講師の姚毅（ようき）先生は、この講義の中で「規
範」という言葉を何回も口にしました。あらゆる制
度にジェンダーは組み込まれているということ、そ
して、普段、私たちが当然と考えていることが決し
て「当然ではない」ということを、感覚だけでなく、
はっきりと認識せねばならないと話されました。
　私は仕事で男女問題の相談にのることが多いの
で、晩婚、非婚、同性婚、少子選択、非産など、人
生の選択が増えつつあることを実感しています。姚
先生の講義は、「男らしさとは？　女らしさとは？
　平等とは？」から「より自分らしくとは？」へ、次
への一歩を踏み出させる内容が素晴らしかった。多
様な価値観の時代にふさわしい講義でした。（Ｎ）

行って
みました

● 

編
集
と
い
う
作
業
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
表
紙

か
ら
始
ま
り
細
部
に
わ
た
り
全
員
で
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
い
、

楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
良
く
や
っ
た
な
あ
…
と
い
う
達
成
感

は
あ
り
ま
す
。（
Ｙ
）

● 

「
ひ
ら
く
」に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
素
敵
な
女
性
に
出
会
い
、
多
く
の
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
出
会
い
を
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ａ
）

● 

真
っ
昼
間
、
自
転
車
で
転
倒
し
て
道
路
に
尻
も
ち
を
つ
い
た

ら
立
ち
上
が
れ
な
く
な
っ
て
、
救
急
車
で
病
院
に
運
ば
れ
て

18
日
間
入
院
。
そ
ん
な
私
を
再
び
立
ち
上
が
ら
せ
た
の
は
、

「
ひ
ら
く
」で
す
。（
Ｋ
）

津田塾大学公開講座「女性学」
　正規の講義を私たち市民が聴ける公開講座「女性学」が行われて
いる津田塾大学小平キャンパス５号館5102教室に行ってみました。

私も行ってみました
◆　こんな難しい講義を学生たちは理解しているのだろう
か？（驚！）…そんな疑問は無用のようです。講師も驚
くほど素敵なレポートを出す学生も少なくないそうです。
学生はそれぞれが考え、答えを見つけて社会に出て行く。
女性が男性と力を合わせて社会に貢献する時代、彼女た
ちが活躍する日が楽しみになりました。（Y）

◆　小平に来て？ 10年、仕事をしたり、結婚して家庭を持っ
たり、子育てをしたり、いろんな経験をしてきた私にとっ
て、この講義は「そう、そう、そうよね」と、うなずく
内容でした。若い学生たちには難しいかもしれないけど、
私にはとてもよくわかりました。教室には男性もいて、
他の講座にはない空気がとても心地よかった。（T)

津田塾大学の公開講座「女性学」
　津田塾大学の公開講座は本来、学生のために行っている
講義を市民との交流を願って公開している講座です。研究
の成果を地域に還元するため1981年より始まり、2012年
からは年間2万円の受講料が無料になりました。「女性学」
の講座は、「いろいろな視点で女性学を見直し、学び直すこ
とで新しい可能性への気づきになれば…」と、行っている
そうです。キャンパス内に保育所があり、聴講の方も有料
で一時利用できますので子どもがいる女性も参加できます。
9月18日から始まった後期の講座は、城西国際大学大学院
教授の魚住明代先生が講師で、フェミニズム運動の歴史と
理論を学んだ後、現代の女性が抱えている問題について考
えます。
問合せ：津田塾大学教務課
電話　０４２－３４２－５１３０
ＨＰ　http://www.tsuda.ac.jp

　「女性学」前期（全14回）の講義は、
女性だけでなく両性を絡めた新しい
「ジェンダー史学」という視点が、こ
とさら面白く感じました。
　たとえば、第3回～第4回の「人口
と産業から見た主婦」の講義では、

日本と外国の歴史や政策を較べながら専業主婦とい
う役割の誕生について学びました。そこでは、いか
に国の経済成長政策や社会制度が「男は外へ、女は
家に！」という性的役割を形づくったかを知ること
ができました。ところが、今や、適齢期の男女が結
婚して、男性は外で働き女性は家事や育児に専念す
ることは、すでに当たり前の時代ではなくなってい
ます。社会が変われば当たり前でなくなるのです。
　その他に、従軍慰安婦問題がなぜ、中国で関心が
薄かったのか？ＤＶの問題では、なぜ親しい関係の

次への一歩を踏み出させる内容が素晴らしかった。
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小平市男女共同参画センター 最近の動き

　開設１０周年を迎えた、小平市男女共同参画セン
ター“ひらく”で、６月２３日と２８日、「生き方、働き
方」について、お茶を飲みながら気さくに話せる「ワー
ルド・カフェ」が、こだいら参画の会と小平市男女共同
参画推進実行委員会の共催で開催されました。
　６月２１日午前１０時半から２時間行われた「カ
フェ」には女性 15名、男性 4名が参加。28日午後 1時
から 2時間行われた「カフェ」には女性 11名、男性 4

名が参加。４、５名で１テーブ
ルを囲み、話し合い、進行を担
当するファシリテーターに促
されてテーブルを移動して、参
加者全員と話す「ワールドカ
フェ」。参加者は、初対面の人と

も気楽に話せました。
　男女共同参画を進める活動
をしている人が半数以上でし
たが、話してみると活動をしていない女性が語る、何気
ない話に参加者の多くが引き込まれました。本当はや
りたい仕事があるのだけれど、家事をしながら仕事を
しているとか、暮らしてみたいところがあるけれど夫
の仕事の関係で移住できないとか、同窓会に行くと働
いている女性が多くて、専業主婦であることに引け目
を感じるとか。
　そんな課題を話すと、「そうね」と聞いてくれる人、
「こうしたらいいじゃない？」とアドバイスしてくれる
人。性別や年代の違いを越えて話合うと、課題を解決す
る道が開ける気分を参加者は味わった感じでした。

センター便り・復活№１

Q　やさしかった夫が暴力をふるう
ようになって困っています。結婚し
てから夫はやさしくしてくれていた
のですが、50 代半ばを過ぎた頃、
私がベランダで外を見ていたら夫が
後ろから私の首を絞めてきたのです。
　夫は「君が飛び降りるんじゃない
かと思って止めようとしたら、手が
首に…、ごめん」と、謝ったんです
が、そんなことをする人じゃなかっ
たので、びっくりしました。それか
ら私の何でもない言葉に怒ったり、
手を上げたりするようになりました。
　親 友 は「心 療 内 科 に で も 連 れ て
行ったら？」といいますが、夫が素
直についてくるとは思えません。ど
うしたらいいのでしょうか？　

（いくえ・51 歳）

A　優しかったパートナーの変わり
ように、さぞ不安で辛いお気持ちに
なっていらっしゃることでしょう。
これまでの経過から本人なりに大き

な悩みを抱えてらっしゃるように想
像します。まずは、ご夫婦にとって
少しでも気持ちが和らぎ、笑顔にな
れるような生活環境を整えながら、
２～３週間パートナーの様子を静か
に観察されることをお勧めします。
　そのときは彼の応援団になったつ
もりで根気よく笑顔で接してみるこ
とがコツです。それでも彼が変わら
ず怒りつづけたり、不眠や食欲・体
重の増減、趣味やし好のなど体調の
変化がみられるようなら病気の可能
性もあります。
　もし診察へ本人の同意が得られな
い場合は、保健所の「こころの健康
相談」窓口などで専門家のアドバイ
スを受けることもできます。ぜひ相
談してみてください。

（カウンセラー 笠原ノリ子）

Q　マタニティ・ハラスメントとい
う言葉を最近、テレビで聞いたので
すが、どういうことですか？私は、
結婚するときも「仕事を続ける」と夫
に言って結婚しましたし、子どもが
できても仕事を続けるつもりでいま
す。今の仕事はやりがいのある仕事
ですし、子どもができたらお金もか
かるから仕事を辞めるわけにいきま
せん。でも、妊娠したことがわかる
と、会社でいろいろあるらしいです
ね。わが社では聞いたことがありま
せんが、本当にあるんですか？
　もし、そういうことに遭ったら、
どうしたらいいのですか？仕事を続

けるために何をしたら、いいのです
か？教えてください。

( 悠美・28 歳 )

A　マタニティ・ハラスメント（マ
タハラ）とは働く女性が妊娠・出産
をきっかけに職場で受ける不当な扱
いや嫌がらせのことです。昨年の調
査では妊娠して働く女性の４人に１
人が職場でマタハラ行為を受けたと
答えています。
　法律で職場支援制度が導入され解
雇や雇用止めは減っていますが、実
際には「職場に人手が足りないなか、
２人目を妊娠したが、会社に切り出
しにくく悩んでいる」「重い荷物を
持ったり長い立ち仕事が辛いという
ことを上司が独身のため理解しても
らえない」「残業を断ると同僚から

『正直言うと妊娠は迷惑なんだよね』
と言われショックを受けている」な
ど精神的・肉体的な負担、退職につ
ながるデリケートな問題も起こって
います。
　社員全員が制度について理解して
いないとマタハラが起こる原因にな
るのです。防ぐには先ず会社の支援
制度の運用や妊娠・出産・マタハラ・
社員の声について知ってください。
広報や学習会などを利用してもよい
かもしれません。トップから社員ま
でコミュニケーションしながら会社
全体に周知と啓発が広がることが幸
せな環境づくりにつながると思いま
す。　　  （カウンセラー 笠原ノリ子）

あなたの明日をひらく相談室「どうしたらいいの？」あなたの明日をひらく相談室「どうしたらいいの？」




